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四
十
路
の
ひ
と
り
ご
と

京
都
府
立
総
合
資
料
館

私
は
、
一
京
都
府
立
総
合
資
料
館
」
、

当
年
と
っ
て
四
十
歳
で
す
。

加
齢
現
象
で
し
ょ
う
。
だ
い

ぶ
肌

（
外

観
）
や
皿
管

・
内
臓
（
設
備
）
に
く
た
び

れ
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
頭

（
所
蔵
資
料
）

は
い
た
っ
て
健
康
で
す
。

私
の
周
り
は
、
四
季
折
々

の
趣
が
あ
っ

て
大
変
居
心
地
が
良
い
の
で
す
が
、
私
は

も
の
み
な
が
萌
え
出
づ

る

「春」

が
大
好

き
で
す
。

三
月
初
め
頃
か
ら

一
か
月
以
上
に
わ
た

っ

て
山
桜
が
順
番
に
咲
い

て
い
き
ま
す
。
ソ

メ
イ
ヨ

シ
ノ

は
一

本
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い

か
に
も

《京
都
》

っ
て
感
じ
で
す
ね
。
そ

し
て
、

花
水
木
、
木
蓮
、

ッ
ツ

ジ
、
サ
ッ

キ
が
続
き
ま
す
。
野
草
も
負
け
て
い
ま
せ

ん
。
タ
ソ
ボ
ボ
、
母
子
草
、
ハ
ル
ジ
オ
ソ
、

カ
タ

バ
ミ
、
ニ
ワ
セ
キ

シ
ョ

ウ
、
ネ
ジ
バ

ナ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
先
日
は

三
、

四
歳
の
女
の
子
が
お
ば
あ
さ
ん
と

一
緒
に

ネ
ジ
バ

ナ
を
摘
ん
で
、

小
さ

い
手
に

一
杯

持
っ

て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

閲
覧
室
か
ら
は
‘

―
二

0
0年
京
都
の

栄
枯
盛
衰
を
見
守
り
続
け
て
い
る
霊
峰
比

叡
が
目
の
前
に
見
え
ま
す
。
京
都
の
歴
史
、

文
化
な
ど
京
都
に
関
す
る

こ
と
を
学
ん
で

い
た
だ
く
の
に
、
こ
ん
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ソ

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
、
そ
う
ざ
ら
に
は

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
環
境
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
研
究
熱
心
な
府
民
の
方
々
に
利
用

さ
れ
な
が
ら
年
を
重
ね
、
今
年
で
齢
四
十

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
「
東
寺
百
合
文
書」

が
平
成

九
年
に
国
宝
に
、
十
四
年
に

は
「
京
都
府

行
政
文
書
」
が
、

十
五
年
に

は
「
革
嶋
家

文
書
」
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
三
年
五
月
の
再

開
館
を
機
に
、

府
立
図
書
館
と
協
力
し
て
、

「
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム

」
や
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
見
る

こ
と
の
で
き
る

「
貴
重
書
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」

を
構
築
し
、

府
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う

い
え
ば
、

平
成
十
三
年
五
月
に
再

開
館
し
て
以
来
、
も
う
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
新
府
立
図
書
館
に
、

一
般
図
書
を

中
心
に
所
蔵
図
書
の
約
半
分
（
約
三
十
五

万
冊
）
を
移
管
し
て
の
再
開
館
で
し
た
。

ス
リ
ム
に
な

っ
た
私
は
、

京
都
に
関
す
る

専
門
資
料
館
と
し
て
、
京
都
の
歴
史
、
文

化、

産
業
、
生
活
等
の
諸
資
料
（
図
書
、

古
文
書
、
行
政
文
書
、
写
真
資
料
、
近
代

文
学
資
料
等
）
を
重
点
的
に
収
集
・
整
理

・

保
存
す
る
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

再
開
館
当
初
は
、
ス
リ
ム
な
私
を
府
民
の

方
々
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
、

来
館
者
数
（
⑭
十

五
万
人
余
）
を
見
ま
す
と
、

一
定
の
評
価

を
を
受
け
、
馴
染
ん
で
き
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
長

吉
池
＿
郎
）

昨
年
十

二
月
に
は
、
私
の
と
こ
ろ
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
「
京
都
ら
し
さ
を
象
徴
す

る
貴
重
な
文
化
遺
産
」
の
保
存

・
活
用
策

に
つ
い
て
、

学
識
経
験
者
の
提
言
を
受
け
、

「
京
の
文
化
振
興
。フ
ラ
ソ
（
そ
の
一
）

ー

京
都
府
が
所
蔵

・
保
管
す
る
貴
重
な
資
料

の
活
用
方
策
ー
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ソ

に
基
づ
き
、
今
年

度
か
ら
、
I

T
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
京

の
歴
史

・
文
化
デ
ジ
タ
ル
発
信
事
業
」

や

「
京
の
貴
重
資
料
緊
急
保
存
活
用
事
業
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
う
ち
の
館
長
は
、
府
教
委

に
い
る
時
、
府
立
図
書
館
改
築
に
携
わ

っ

た
よ
う
だ
し
、
知
事
部
局
で
国
立
国
会
図

書
館
関
西
館
の
誘
致
に
も
携
わ
っ
た
よ
う

で
す
。
お
そ
ら
く
館
長
は
、
府
立
図
書
館

や
関
西
館
、
さ
ら
に
は
多
く
の
関
係
機
関

と
の
連
携
を
も
っ
と
も
っ
と
密
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
へ
の
府
民
の
期
待
は
、
大
き
い
も
の

と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
代
筆
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平
成
十
五
年
度

且
立
Hュ

I

日
芦
旦
眉

平
成
十
五
年
度
京
図
連
協
定
期
総
会
が
、

平
成
十
五
年
五
月

二
十

二
日
（
木
）
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
京
都
府
立
図
書
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
開
会
行
事
と
し
て
、
山
本
徳
善

京
図
連
協
会
長
の
あ
い
さ
つ

、
内
海
啓
也

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
事
業
部
長
、
中

西
和
之
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
教
育
企
画

監
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、

主
催
館
の
京

都
府
立
図
書
館
か
ら
中
里
隆
憲
館
長
の
歓

迎
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
異
動
に
よ
る
変
更
を
含
む
理

事
の
紹
介
、
事
務
局
の
紹
介
の
あ
と
、
城

陽
市
立
図
書
館
の
田
中
芳
子
館
長
を
議
長

に
選
出
し
、
事
務
局
か
ら
の
出
席
館
数
の

確
認
を
経
て
（
加
盟
館
六
十
六
館
中
出
席

三
十
二
館
、
委
任
状
二
十
九
館
、
欠
席
五

館
で
会
則
第
十

二
条
に
よ
り
総
会
成
立
）
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

◇
会
務
報
告
・
決
算
報
告

佐
々
木
京
図
連
協
事
務
局
長
よ
り
、
平

成
十
四
年
度
会
務
報
告
及
び
決
算
報
告
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
報
告
に
つ
い
て
、
十
四
年
度
は
、

丁
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
の
た
め
、
理

事
出
席
分
の
旅
費
と
、
助
成
対
象
外
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
研
修
研
究
事
業
費
に

超
過
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
相
互
協
力
事

業
費
の
執
行
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
貸
出

帳
票
の
印
刷
分
が
不
用
に
な
っ
た
た
め
で

あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
監
事
で
あ
る
山
本
榮
二
向
日

市
立
図
書
館
長
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、

こ
算
の
可
能
な
範
囲
で
、
委
員
会
の
出
席

◇
職
員
表
彰

今
年
度
は
、
二
十
五
名
の
表
彰
者
が
あ

り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

垣
本
延
子
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

蓮
池
泰
子
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

柳
川

正
春
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

竹
谷

芳
子
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

高
井
か
づ
み
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

増
田
邦
雄
（
京
都
市
左
京
図
書
館
）

羽
田
野
聡
子
（
京
都
市
下
京
図
書
館）

竹
村
典
子
（
京
都
市
吉
祥
院
図
書
館
）

伊
藤
博
美
（
京
都
市
吉
祥
院
図
書
館
）

古
川
昇
太
郎
（
京
都
市
右
京
図
書
館
）

並
河
智
子
（
京
都
市
右
京
図
館
）

高
見
華
江
（
京
都
市
醍
醐
図
館
）

河
原
竹
内

◇
事
業
計
画
（
案
）

・
予
算
（
案
）

佐
々
木
京
図
連
協
事
務
局
長
よ
り
、
平

成
十
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
同
予

算
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
相
互
協
力
事
業
費
に
つ
い

て
、
『
京
都
府
公
共
図
書
館
等
所
蔵
雑

誌
•

新
聞
総
合
目
録
』
の
作
成
の
た
め
の

研
究
費
や
拡
大
相
互
協
力
委
員
会
開
催
の

た
め
、
ほ
ぼ
、
据
え
置
き
に
し
て
い
る
点

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
採
決
を
経
て
、
す
べ
て
の
議
案

野
田
千
賀
子
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

大
石
充
子
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

上
崎

恵
子
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

堀
井
千
裕
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

田
島
三
貴
子
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

西
尾
洋
子
（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
）

西
陰
地
成
美
（
井
手
町
図
書
館
）

生
駒
彩
子
（
綾
部
市
図
書
館
）

岡

山

理

恵
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

西
鉢
朋
子
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

稲

葉

都

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

点
字
図
書
館
）

茂
記
（
京
都
府
立
図
書
館
）

和
子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

ー・～．．一、-̂• ~ 

旅
費
を
配
慮
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
と
が
承
認
さ
れ
、

の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。

職員表彰の模様

引
き
続
き
職
員
表
彰
の
後
、
辰
巳
義
幸

先
生
（
大
阪
芸
術
大
学
講
師
）
か
ら
「
子

ど
も
の
読
書
推
進
と
公
共
図
書
館
の
役
割
」

と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
公
共
図
書

館
に
お
け
る
児
童
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い

て
理

解
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
外
に
は
、
「
子
ど
も
読

書
絵
て
が
み
コ
ソ
テ
ス

ト
」
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
全
入
選
作
品
が
見
ら
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
終
了
い
た
し
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大
阪
芸
術
大
学
講
師

「
子
ど
も
の
読
書
推
進
に
関
す
る
法
律
」

は、

理
念
法
な
の

で
そ
れ
は
到
達
す
る
目

的
で
あ
る
。

し
か
し
、

実
際
に
実
行
す
る
に
は
図
書

館
の
現
状
を
見
る
と
難
し
い
。
た
だ
、
こ

の
法
律
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
、
普
段
か

ら
公
共
図
書
館
の
仕
事
を
全
う
し
て
い
れ

ば
、
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
に
当
た
る

図
書
館
員
の
仕
事
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
読
書
や
図
書
館
に
親

し
み
を
も
た
せ
、
ま
だ
知
ら
な
い
優
れ
た

資
料
を
紹
介
し
、
子
ど
も
が
気
軽
に
本
を

読
ん
だ
り
、
図
書
館
に
こ
ら
れ
る
形
を
作

る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
子
ど
も
に
適
切
な
資
料
を
手
渡

す
こ
と
は
、
図
書
館
員
の
最
も
得
意
と
す

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も

の
本
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
な
い
図
書

館
員
は
、
極
端
に
言
え
ば
、

い
て
も
い
な

く
て
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

〈
読
書
の

側
に
立
つ
〉
と
い
う
姿
勢
を
も
つ
こ
と
も

大
切
。
子
ど
も
の
成
長
の
過
程
で
、
人
間

と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
は
ぐ

く
む
の
に
、
読
書
が
非
常
に
大
切
な
役
割

を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
ソ
ス

・

信
念
が
な
け
れ
ば
、
あ
や
ふ
や
な
サ
ー
ビ

ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。

児
童
図
書
館
員
の
役
割
は
、
適
切
な
蔵

書
を
構
成
し
、
子
ど
も
と
本
を
結
び
つ
け
、

子
ど
も
と
本
の
相
対
的
な
関
係
を
た
く
み

に
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
図
書

館
で
は
子
ど
も
を
集
団
で
な
く
、
個
々
の

子
ど
も
を
対
象
に
す
る
た
め
、
そ
の
子
に

適
し
た
資
料
を
さ
し
だ
し
て
や
る
べ
ぎ
で

辰

巳

義

幸

氏

「
こ
ど
も
の
誠
書
推
進
と
公
共
図
書
館
の
役
割
」

ー
友
九
十

ー

＋
＊
 

そ
の
た
め
、
児
ぎ
l-r
9̀l
書
館
員
の
要
は
、

子
ど
も
を
知

っ
て
い
る

こ
と
、
子
ど
も
の

本
を
知

っ
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
を
本
に

い
ざ
な
う
技
術

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ソ
グ

や
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど）

を
も

っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
児
童
図
書
館
員
の
仕
事
は
、

ま
ず
適
切
な
収
書
を
す
る
こ

と
。
そ
の
中

で
も
、

〈
民
族
遺
産

の
継
承
と
伝
達
〉
と

い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ

が
組
織
体
と
し
て
の
図
書
館
の
重
要
な
仕

事
の
ひ
と

つ
で
あ
る
か
ら
。
つ

い
で
、
地

域
と
の
協
力
。
学
校
図
書
館
・

子
ど
も
会

・

子
ど
も
文
庫

・
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
の
人

た
ち
と
の
連
携

・
協
力
を
も

つ
こ

と
が
重

要
で
あ
る
。

児
童
サ
ー
ビ

ス
の
職
務
内
容
と
し
て
は
、

そ
の
根
幹
に

〈
専
門
職
と
し
て

の
責
任
〉

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
時
に
は
自
分
の

時
間
を
犠
牲
に
し
て
も
研
修
に
励
む
。
専

門
職
と
し
て
の
責
任
に
は
そ
の
く
ら
い
の

義
務
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

館
内
の
運
営
に
対
す
る
業
務
と
し
て
は
、

こ
の
運
動
の
基
本
計
画
を
実
行
し
て
い
く

に
当
た

っ
て
も
、
ま
ず
目
標
の
設
定
、
方

針
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
統

計
を
検
討
し
、
分
析
し
業
務
の
到
達
点
を

設
定
す
る
。
ま
た
業
務
の
優
先
順
位
を
決

定
し
て
重
点
の
置
き
方
を
考
え
る
。
実
行

の
あ
と
に
は
結
果
の
評
価
を
す
る
。
計
画

あ
る
。

ご
う
行
v

評
価
の
＇—

.
L
を

繰
り
返
す
こ

資
料
に
関
す
る
業
務
と
し

て
は
、
収
集

方
針
の
決
定
で
あ
る
。
ま
だ
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
図
書
館
が
多
い
が
、
ど
こ
ま
で

手
を
伸
ば
し
、
ど
こ
で
切
る
か
な
ど
方
針

を
定
め、

成
文
化
し
て
、
住
民
に
公
表
す

る
。
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
ど

こ

ま
で
や
る
か
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。

そ
の
他
、
公
共
図
書
館
で
結
果
が
よ
く

見
え
る
の
は
、
本
に
対
す
る
利
用
者
の
反

応
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
出
版
界
に
働

き
か
け
、
よ
り
よ
い
出
版
を
し
て
も
ら
う
。

さ
ら
に
、
社
会
全
体
に
対
す
る
貢
献
と
し

て
は
、

目
録

・
書
誌

・
索
引
な
ど
の
作
成

や
児
童
資
料
の
質
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、

児
童
資
料
の
整
備
を
き
ち
ん
と
や

っ
て
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
お
く
。
読
書
環

境
は
、

今
後
の
計
画
に
大
き
く
関
係
し
て

く
る
。
さ
ら
に、

子
ど
も
の
情
報
ア
ク
セ

ス
権
を
保
証
す
る
た
め
、
図
書
館
員
と
し

て
子
ど
も
の
意
見
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

以
上
を

一
っ

―
つ
よ
く
分
析
し
、
不
足

が
な
け
れ
ば
、
読
書
推
進
法
に
対
処
す
る

際
に
慌
て
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

（
平
成
十
五
年
京
図
連
協
定
期
総
会
時
の

講
演
の

一
部
を
、
広
報
委
員
会
で
ま
と
め

て
抜
粋
し
ま
し
た
）
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＿
京
図
連
協
共
催

一

胃

夕

呵
子
ど
も
麒
嘔
隷
て
が
毒
コ
ン
テ
ヌ
卜

夕

昨
年
度
末
よ
り
京
都
府
立
図
書
館
と
共

催
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
「
子
ど
も
読
書

絵
て
が

み
コ
ソ
テ
ス
ト
」
の
審
査
委
員
会

が
、
四
月
十
八
日
京
都
府
立
図
書
館
で
行

わ
れ
、

各
賞
の
受
賞
作
品
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
「
京
都
府
図
書

館
等
連
絡
協
議
会
会
長
賞
」
に
選
ば
れ
た

五
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

五
月
三
十

一
日
の
大
山
崎
町
を

皮
切
り
に
、
現
在
、
入
選
作
品
は
市
町
村

‘

»
Z~

.〗ゞ

、

姦
~唸
{?f. 

~
ヽ
~‘, ヽ
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く小学校 1 • 2年生の部〉

川鮪梓 さん

『世界がもし 100人の村だ

ったら』

宇治市立伊勢田小学校

読んでもらいたい人：大人

のひとみんな

の
巡
回
展
ホ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
予
定
は
下
の
表
の
と
お
り
と
な

っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

な
お
、
佳
作
以
上
の
六
十
作
品
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

(
h
t
tp
 :
 
/
 /
 w
w
w
.
 
li
b
r
a
r
y
.
 
p
r
e
f
.
 
k
y
o
t
o
.
 

j

p
/

)

に
画
像
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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ぇ‘・シ~ 2紐 ふh

く幼児の部〉

枡岡佑奈 さん

『つんつくせんせいと

ふしぎなりんご』

宮津市立由良幼稚園

読んでもらいたい人

先生
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呵

く小学校3 • 4年生の部〉

的場瑞季 さん

『十月のみずうみ」

夜久野町立育英小学校

読んでもらいたい人 ：同級

生

く小学校5• 6年生の部〉

小谷真由香 さん

『てつがく のライオン』

宮津市立宮津小学校

読んでもらいたい人 ：5年

生から 6年生
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夕

0 0 今後の巡回予定

N
 内
呵

0 0 

で）がくのライチ
佐野丼ふ玲工藤的斥

>
く中学生以上の部〉

中原希莉衣 さん

『夜のネコ』

亀岡市立南桑中学校

読んでもらいたい人

小さ い子供達

市町村名 展示期間 展示場所

美山町
15年 8月16日（土）～

図書館内に展示
15年 8月29日（金）

加悦町
15年 9月2日（火）～ 加悦町中央公民館内

15年 9日13日（土） に展示

岩滝町
15年 9月17日（水）～

知遊館展示室に展示
15年 9月27日（土）

日吉町
15年 9月30日（火）～ 生涯学習センターエ

15年10月18日（土） ントランスに展示

宮津市
15年10月22日（水）～ 宮津市立前尾記念文

15年11月4日（火） 庫内に展示

宇治 15年11月7日（金）～
図書館内に展示

田原町 15年11日19日（水）

宇治市
15年11月22日（土）～

図書館内に展示
15年12月5日（金）

加茂町
15年12月8日（月）～

図書館内に展示
15年12月26日（金）

城陽市
16年 1月9日（金）～

図書館内に展示
16年 1月28日（水）

園部町
16年 1月31日（土）～ 図書館内おはなしの

16年 2月12日（木） 部屋に展示

京田辺市
16年 3月23日（火）～

図書館展示室に展示
16年 3月28日（日）
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今
年
度
は
、
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
業
務
に
お
け
る

イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利

用
を
中
心
に
、
以
下
の

内
容
で
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

＊

＊
 

日

時

平
成
十
五
年

九
月
十
日

（
水
）
十
時

二
十
分
ー
十
六
時
（
受

付
十
時
）

会

場

同
志
社
大
学
今
出
川
校
舎
弘
風

館
二
F
(
K
2
5
)

日

程

（
開
会
行
事
十
時

二
十
分
＼
十
時

三
十
分
）

特
別
報
告

十
時
三
十
分
ー
十

二
時

①
「
国
立
国
会
図
書
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
し
た
レ
フ

ァ
レ
ソ
ス
」

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

小
林

一
春
氏

②
「
イ
ソ
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

っ
た
レ
フ

ァ

レ
ソ
ス
の
実
際
」

京

都

大

学

井

上

敏

宏

氏

特
別
講
演

十
三
時
＼
十
五
時

「
イ
ソ
タ
ー
ネ

ッ
ト
時
代
の
図
書
館
像
」

i
図
書
館
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
＼

青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

野

末

俊

比

古

氏

交
流
協
議
•

ま
と
め
十
五
時
＼
十

六
時

申
込
み

平
成
十
五
年
九
月
五
日

（金）

第12国語紘誠l．鼠館大会
「21世紀の図書館像を探る PARTIII」

ー
烏
丸
通

ー ”心-神
同
志
社
女
子
太
字

↑
相
国
寺

西門 弘凰館←会場剰呵

K251 
口） （市バス烏丸今出川） 一今出川通ー （市バス同

ま
で
に
、

電
話
・

郵
送
・

F
A
X
•
E

メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
先
〒
6
0
6
I
8
3
4
3

京
都
市
左

京
区
岡
崎
成
勝
寺
町

9

京

都

府

立
図
書

館
内

京
都
図
書
館
大
会
実
行
委
員
会
宛

電

話

0
7
5
|
7
6
2
|
4
6
5
5

F

A

X

0

7
5
ー

7
6
2ー

4
6
5
3

E
ー

ma
i
 
I

:

 

s
a
s
a
k
i
@
l
i
 b
r
a
r
y
.
 pr
e
f
.
 ky
o
t
o
.
 jp
 

資
料
費

五
0
0円
（
当
日
徴
収
）

注
意
事
項

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

バ
ス
烏
丸
今
出
川
若
し
く
は
同
志
社
大
学

前
、
又
は
、
地
下
鉄
烏
丸
線
今
出
川
駅

(
3
番
出
口
）
で
降
り
て
下
さ
い
。

懇
親
会

十
七
時
三
十
分
＼
於
~
ル
ビ

ノ
京
都
堀
川
（
参
加
費

三
0
0
0円）

五
年
度
の
そ
の
他
の
研
修
；

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
（木）

i
二
十
六
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
総
合

・
経
営
部
門
研
究

集
会
「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
図
書
館
経

営
の
あ
り
方
ー
今
後
の
図
書
館
経
営
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
—
」
（
茨
城
県
水
戸

市）

平
成
十
五
年
十
月
九
日
（
木
）

i
十
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
部
門
研
究
集

会

「
図
書
館
は
生
ま
れ
変
わ
る
か
ー
市
町

村
合
併
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築

|
」
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

平
成
十
五
年
十
＿
月
二
十
七
日
（
木
）

i
二
十
八
日
（
金
）

第
八
十
九
回
全
国
図
書
館
大
会

「
創
め
よ
う
9
．
図
書
館
の
世
紀
ー
知
・

人

・
夢
づ
く
り
ー
」
（
静
岡
県
静
岡
市
）

平
成
十
五
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）

近
公
図
研
究
集
会
及
び
児
童
奉
仕
部
門

研
究
集
会
（
神
戸
市
総
合
教
育
セ
ソ
タ
ー
）

平
成
十
六
年
二
月
三
日
（
火
）

＼
六
日
（
金
）

文
部
科
学
省
近
畿
地
区
図
書
館
職
員
研
修

（
大
阪
教
育
セ
ソ
タ
ー
他
）

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）
（
北
部
）

平
成
十
五
年
十
二
月
三
日
（
水
）
（
中
部
）

平
成
十
五
年
一
月
ま
た
は

二
月
（
声
音
）

京
図
連
協
実
終
ぞ
冬
会
(
-
―
―
―
―

t

こ
、
一
車‘ •

門
委
員
会

ニ
ュ
ー
ス
）

盃新
図
書
館
長
・
施
設
長
紹
介

〗

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

小

川

明

夫

京
都
市
東
山
図
書
館

上

田

明
男

京

都

市

下

京

図

書

館

今

坂

尚

京

都

市

南

図

書

館

早

野

潔

京
都
市
久
世
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー
図
書
館

小
島

公

夫

松

屋

勇

雄

長
谷
川
幸
治

清
水

孝

章

西

村

千

秋

仁
科

晴
夫

上

野

照

雄

山

田

尚

夫

井
上

藤
樹

中

澤

猛

牧

野

修

齋
藤

進

京
都
市
西
京
図
書
館

京
都
市
洛
西
図
書
館

京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館

長
岡
京
市
立
図
書
館

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

宇
治
田
原
町
立
図
書
館

木
津
町
中
央
図
書
館

精
華
町
立
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館
中
央
館

園
部
町
立
園
部
中
央
図
書
館

八
木
町
立
郷
土
資
料
館
図
書
室

日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ソ
タ

ー

遊

y
o
u

ひ
よ
し
図
書
室
（
旧
日

吉
町
ふ

る

さ

と

文

庫

）

粟

路

静

夫

美
山
町
立

図

書

館

桂

隆
雄

福
知
山
市
立
図
書
館

衣

川

英

夫

舞

鶴

市

立

東

図

書

館

安

藤

一
秋

舞

鶴

市

立

西

図

書

館

溝

畑

俊

樹

伊
根
町
立
本
庄
地
区
公
民
館

浜

野

義

之
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〈
副
会
長
〉

中

澤

猛

（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

〈
理
事
〉

南

北

敦

子

（
京
都
府
立
図
書
館

・
相

互
協
力
委
員
長
）

溝

畑

俊

樹

（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
・

広
報
委
員
長
）

早

野

潔

（

京
都
市
南
図
書
館
）

西

村

千

秋

（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

井

上

藤

樹

（
精
華
町
立
図
館
）

◎
相
互
協
力
委
員
会

嶋

田

ゆ

み

（
宇
治
市
中
央
図
館
）

平

居

千

明

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

◎
研
修
研
究
委
員
会

吉

本

康

夫

（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

池

田

文

美

（
木
津
町
中
央
図
書
館
）

大

西

敏

之

（
園
部
町
立
園
部
中
央
図

書
館）

石

原

明

子

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点

字
図
：
．
館
）

◎
広
報
委
員
会

小
西

健

一
（
八
幡
市
立
男
山
市
民
図

書
館
）

西
陰
地
成
美

（
井
手
町
図
書
館
）

東

條

朝

一

（京
都
市
右
京
図
書
館
）

（
太
文
字
が
昨
年
度
か
ら
の
変
更
部
分

云届
図
連
協
役
員
・
委
員
変
更
一
覧
〗

◎
相
互
協
力
委
員
会

平
成
十
五
年
度
第

一
回
相
互
協
力
委
員

会
を
、
六
月

二
十
日
（
金
）
午
後

二
時
か

ら
京
都
府
立
図
書
館
で
開
催
し
た
。
過
去

二
回
冊
子
体
で
刊
行
さ
れ
た
、

「
雑
誌
新

聞
総
合
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も

刊
行
の
要
望
も
多
く
あ
り
、

K
ー

L
i
b

が
完
成
し
た
現
在
、
新
た
な
形
式
で
の
目

録
作
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
具
体
的

な
実
務
事
項
に
つ
い
て
は
次
回
か
ら
と
り

か
か
る
こ
と
で
了
承
を
得
た
。

次
に
、
平
成
十
七
年
度
に
府
立
図
書
館

の
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
て
、
実
際

に
K
I
L
i
b
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
市

町
村
か
ら
ご
意
見
や
ご
希
望
を
お
聞
き
す

る
場
を
設
け
、
今
秋
に
第

一
回
を
開
催
す

る
こ
と
で
了
承
を
得
た
。

ま
た
、

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
総
合
学

習
の
本
格
化
に
と
も
な

っ
て
、
利
用
が
増

え
て
い
る
学
校
図
書
館
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
意
見
交
換
等
が
な
さ
れ
た
。

今
後
の
日
程
で
は
、
実
務
担
当
者
会
議

を
年
明
け
に
開
催
す
る
予
定
。

最
後
に
、
し
ば
ら
く
休
刊
と
な
っ
て
い

た
「
連
絡
車
だ
よ
り
」
を
復
刊
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
研
修
研
究
委
員
会

平
成
十
五
年
七
月

三
日
（
木
）
に
京
都

市
醍
醐
中
央
図
書
館
で
、
平
成
十
五
年
度

第

一
回
研
修
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、
今

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
立
案
し
ま
し
た
。

北
部
会
場

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）

場
所
み
や
づ
歴
史
の
館

講
師
長
岡
京
科
学
あ
そ
び
の
会

代
表

小

野

操

子

氏

テ
ー
マ
「
簡
単
な
も
の
作
り
で
身
近
な

科
学
あ
そ
び
」

科
学
お
も
ち
ゃ
の
作
成
と
講
義

中
部
会
場

平
成
十
五
年
十
二
月
三
日
（
水
）

場
所
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

・
ホ
ー
ル

講
師
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

館

長

田

尻

彰

氏

テ
ー
マ
「
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
（
公

共
図
書
館
）
（
仮
題
）
」
に
つ
い

て
講
演
と
館
内
見
学

南
部
会
場

平
成
十
六
年
＿
月
ま
た
は
二
月

場
所
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

内
容
国
立
国
会
図
館
の
職
員
に
よ

内
容

哀
戸
：
鴫

＇
参
乙
之

、吼
槃

る
講
義
と
館
内
見
辛

0

第
六
十
三
号

と
決
定
し
ま
し
た
。

森

編

集

子

食

広
報
委
員
会
も
現
体
制
と
な
っ

て

年
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
、
人

事
異
動
等
に
よ
り
、
六
人
の
メ
ソ
バ

ー

の
う
ち

二
人
が
変
更
に
な
り
、
会
に

新
し
い
風
が
吹
き
込
ん
で
き
ま
し
た
。

新
メ
ソ
バ

ー
と
と
も
に
、
今
ま
で

以
上
に
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
研
修
会
の
案
内
が
お
手
元

に
届
ぎ
ま
し
た
ら
、
お
誘
い
の
上
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
広
報
委
員
会

平
成
十
五
年
度
第

一
回
広
報
委
員
会
を

七
月
二
日
に
府
立
図
書
館
で
開
催
し
、
今

年
度
の
発
行
計
画
及
び
会
報
六
十

一
号
の

編
集
方
針
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
会
報
発
行
は
年
三
回
と
し
、

0

第
六
十

一
号

八

月

十

五

日

0

第
六
十

二
号

十

一

月

十
五
日（
予
定
）

三
月
十
五
日
（
予
定
）


